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「フェムトセルの導入は、無線デットスポットの解消にとどまらず、データ ARPU 向上や固定通信への進出、ホームゲ

ートウェイサービスの開拓など、移動通信事業者にとって収益向上の強力な武器になる」 

  ――ICT 分野の調査研究を行う、情報流通ビジネス研究所（神奈川県大和市、所長・飯塚周一・046-271-2323）

は 11 月 12 日、調査研究レポート「フェムトセル導入に向けた国内外動向と事業モデル分析」を発刊しました。 

 

本レポートは、ユーザーの宅内に設置して用いられる超小型基地局「フェムトセル」について、その世界的背景か

ら国内外主要キャリア／ベンダーの動向と戦略、ビジネスモデル、導入効果、課題などを分析し、モバイルビジネス

の新戦略と事業の方向性を多角的に検証・展望したものです。 

 

フェムトセルは、そのコンセプトが本格浮上してから 1 年も経たずに、米スプリントが初の商用サービスを開始、英

ボーダフォンや独 T-モバイル、国内ではドコモやソフトバンクモバイルが相次ぎ計画を発表するなど、世界各国のメ

ジャーキャリアから多大な期待が寄せられています。 

 

これは、従来の基地局では電波の届きにくい屋内不感エリアを解消するものです。しかしレポートでは「デッドスポ

ット対策だけでは導入の意味がない」と指摘。携帯電話会社におけるデータ通信事業の見直しや、固定・移動の融

合を進める戦略ツールとして、フェムトセルを捉えることが極めて重要――と分析しています。 

 

キャリアにとって「3 つの戦略的意義」 

 

レポートでは、フェムトセルによって携帯電話キャリアが展開できる戦略を、①音声カバレッジ拡大と FMS（移動に

よる固定通信の代替）戦略、②データ ARPU を向上させる無線ブロードバンド戦略、②開放型ホームゲートウェイ戦

略、――の 3 つに分類し、表 1 のような効果が期待できるとしています。 

 

表 1 フェムトセルで実現可能な３つの戦略と波及効果／成功のためのキーファクター 

区分 戦略 波及効果と KSF（Key Factor of Success） 

音声 
音声カバレッジの拡大と 

FMS 戦略 

 マクロセルのデッドスポット解消で新たな収入創出 

 フェムトセルによるFMSで、マクロセルをベースにしたホームゾーン料金プランの

限界を克服 



データ 
無線ブロードバンドデータ 

ビジネスモデル戦略 

 3Gネットワーク上のマクロセルでは対応できない無線データサービスのカバレッ

ジを補完 

 ユーザーエクスペリエンス(利用者経験)改善によるロイヤリティ向上と、ARPUの

増大 

 マクロセルで構成されるネットワークのデータトラヒック負担を減らし、データサー

ビスの品質を改善 

映像 
開放型 

ホームゲートウェイ戦略 

 ポータルとメディア、CPなどと広告料または他のコンテンツ収入を共有する新た

なビジネスモデルの登場 

 インターネットポータルや各種メディアなど、さまざまなステークホルダが参加す

る開放型ビジネスモデルの構築がポイント 

 フェムトセル設備の標準化による値下げが成功の鍵 
出典：「フェムトセル導入に向けた国内外動向と事業モデル分析」 

 

フェムトセルで予想される新サービスとは？ 

 
加入者数の飽和局面に入り、下落の一途を辿る ARPU の向上は、携帯電話会社にとって喫緊の課題です。

しかし従来型のマクロセル基地局環境では、完全定額制なども含め高収益の期待できる新サービスを開発し

たくても、基地局あたりに収容できるトラヒック容量の問題が常に立ちはだかっていました。 

 

レポートでは、「フェムトセルはこうした現状を解決し、移動通信事業者におけるデータ通信の事業構造を変

革する有力な決め手」と分析。音声ベースのソリューションではなく、「データ通信のソリューションとしてポジシ

ョニングしてこそ、フェムトセル市場が大きく顕在化する」と予測し、次のように述べています。 

①音声 

フェムトセル・サービスにおける初期需要は音声で、なかでも｢フェムトゾーン料金プラン｣が主な商品になる

と予想される。ユーザーからすれば、移動通信事業者からフェムトセルを購入、設置し｢フェムトゾーン｣料金プ

ランに加入すれば、既存の端末を音声サービスでも利用することができるため、サービスを利用する上で違い

はない。ただ、屋内で安くて品質のよい通話ができなら、固定電話を利用し続けるべきか悩む。 

②データ 

フェムトセルを用いた無線データサービスは、「完全な無制限定額料金」「コンテンツ共有／コンテンツポー

タビリティ・サービス」「ホームゲートウェイ型コンテンツポータビリティ・サービス」「ユーザー参加型（モバイル 2.0

型）コンテンツサービス」「新たな位置情報サービス」など、大きく 5 つに分けられる。 

 

図 2 フェムトセルで予想される音声・データサービス 

 コンシューマ 法人 

音
声 

 フェムトセルを利用して屋内の音声通話料金を割引する

フェムトゾーン料金プラン 

 加入者間のフェムトゾーン通話に限って適用される無制

限の音声・データ統合定額プラン  

 中小企業／SOHOの公衆回線やVoWLAN代替を狙う企業

向けフェムトセル音声料金プラン 

デ
ー
タ 

 無制限定額の無線データアクセスサービス 

 携帯電話-PC-TVを連携して使う屋内のコンテンツポータ

ビリティ・サービス 

 モバイルSNSやブログなどのコミュニティが中心となる

Mobile 2.0型のコンテンツ/プラットフォームサービス 

 GPS情報と連携されるLBSサービス  広告、 マッピン

グ、地域検索など 

 中小企業とSOHOを狙ったアプリケーション・ダウンロード

型の法人向けサービス 

 携帯電話を通じた勤怠管理、社員遠隔管理、ビデオ通

話、映像監視 

出典：「フェムトセル導入に向けた国内外動向と事業モデル分析」 



無線データ通信の新たなビジネスモデル 

 

これまで、移動通信キャリアは「C-P-N-T」（Contents／Ｐｌａｔｆｏｒｍ／Network／Ｔｅｒｍｉｎａｌ）を閉鎖的に支配

する「Walled Garden」戦略を堅持してきました。しかし、ユーザーのコンテンツ需要増と定額制ニーズの高まり、

無線ブロードバンド環境到来などによって、移動通信でもオープンなビジネスモデルが求められるようになって

きています。実際、米スプリントのモバイル WiMAX サービス「Xohm」のように、開放型ビジネスモデルを試みる

事例が現われています。 

 

Walled Garden 型接続料モデルは、移動通信キャリアの稼ぎ頭となっています。しかし今後、「ユーザーニー

ズを満たすコンテンツ中心の高収益サービスを提供していくためには、開放型ビジネスモデルに軸足を移す必

要があるというジレンマを抱いている」とレポートは指摘し、「その点、フェムトセルは既存の Walled Garden 型モ

デルを崩さないまま、屋内でコンテンツ中心の高収益ビジネスモデルを実現できる」としています。 

 

このような観点から、移動通信キャリアが選択できるデータ通信の事業モデルは、①マクロセルによる閉鎖型

「Walled Garden」モデル、②フェムトセルによる部分開放型モデル、③WiMAX による完全開放型モデル――

の 3 形態だと、レポートは予測しています。これらの詳細は、今回発行のレポート「フェムトセル導入に向けた国内

外動向と事業モデル分析」に掲載されています。詳細は http://www.isbi.co.jp/report/ をご覧下さい。 

 

1. 「フェムトセル導入に向けた国内外動向と事業モデル分析」について 

・発 行 日 2007 年 11 月 12 日（初版第 1 刷） 

・企画調査 有限会社 情報流通ビジネス研究所／韓国 ATLAS Research &Consulting 

・編集発行 有限会社 情報流通ビジネス研究所 

・体  裁 120 頁・Ａ４変型判・本文カラー・表紙 PP 加工・並製 

・定  価 150,000 円（税込価格 157,500 円） ※書店ではご購入できません 

 

2. レポート表紙 



3. 主な内容構成 

 

1. フェムトセルの概要 

 1.1 フェムトセルの概念と特徴 

 1.2 フェムトセルのシステム構造 

 1.3 フェムトセルにおける 4 つのサービス方式 

2. フェムトセルの登場とその背景 

 2.1 マクロセルによるホームゾーンサービスの限界 

 2.2 屋内無線データ通信の需要増大 

 2.3 FMC と FMS トレンドの拡大 

     （1） 欧州市場 

          ①BT と FT がリードするデュアルモード UMA 競争 

          ②T-モバイルとボーダフォンがリードする FMS 

     （2） 北米市場 

          ①ケーブル業者が先取りした融合市場、 電話会社も対応を本格化 

          ②法人市場からコンシューマ市場に拡大する FMC 対 FMS の競争 

     （3） 韓国市場 

         ①KT グループ：デュアルモード端末が FMC の基本戦略 

         ②SK グループ：KT グループに対応 

         ③LG グループ：フェムトセル・シングルモード FMS に注力する可能性 

     （4） 国内市場 

3. 国内外における通信事業者の動向と戦略 

  3.1 欧米市場 

     （1） 英ボーダフォン 

     （2） 仏フランステレコム 

     （3） T-モバイル 

     （4） 英 O2 

     （5） 米スプリント・ネクステル 

          ①Airave サービスの概要とネットワーク構造 

          ②Airave フェムトセルの仕様と主要特徴 

          ③Airave 開始の意義と今後 

          ④フェムトセルと WiMAX 

  3.2 韓国市場 

     （1） SK テレコム 

     （2） KT 

     （3） KTF 

  3.3 国内市場 

     （1） NTT ドコモ 

     （2） ソフトバンク 

4. ベンダーの動向と戦略 

  4.1 Tier1 ベンダー 

     （1） エリクソン 

     （2） アルカテル・ルーセント 

     （3） ノキア・シーメンス 

     （4） サムスン 

     （5） NEC 

（6） ZTE 

     （7） 華為 

  4.2 Tier2 ベンダー 

     （1） Picochip 

          ①フェムトセルの捉え方と主要製品 

          ②ホームゲートウェイへ発展するフェムトセル 

     （2） ip.access 

     （3） Airwalk 

     （4） Ubiquisys 

          ①標準アーキテクチャによるホームゲートウェイを目指す｢ZoneGate｣ 

          ②さまざまなベンダー／オペレータと提携 



  4.3 フェムトセル・ベンダーへの投資動向 

     （1） Ubiquisys 

     （2） Picochip 

     （3） Tatara Systems 

     （4） ip.access 

5. フェムトセルの導入効果と障害 

  5.1 フェムトセル導入による費用節減効果 

     （1） 基本仮説と変数を選択 

          ①基本仮説 

          ②基本変数 

          （2） フェムトセル導入の試算事例 

               ①フェムトセルが導入されない場合 

         ②フェムトセルが導入される場合 

               ③フェムトセルのコスト節減効果 

          ④フェムトセルによるコスト削減効果 

  5.2 フェムトセル導入過程における 9 つのイシュー 

     （1） 「移動通信事業者による移動通信事業者のための」フェムトセル 

     （2） フェムトセルは誰のものか？ 

     （3） フェムトセルをどこに使うか？ 

     （4） コア網接続の 3 つの方法とインターフェース問題 

     （5） 認証なきオープンインターフェースの限界 

     （6） 迅速なコスト削減 

     （7） タイミングの重要性 

     （8） 周波数干渉を避けるための RF 計画 

     （9） Femto Forum の活動 

  5.3 フェムトセル導入における 3 つの障害と 4 つの変数 

     （1） フェムトセル導入の 3 つの障害と 4 つ変数 

     （2） フェムトセル市場の行方を決める 4 つの変数 

6. 固定・移動の融合時代におけるフェムトセル戦略 

  6.1 音声カバレッジ拡大と FMS 戦略 

     （1） デッドスポットのカバーによる新規収益創出 

     （2） フェムトゾーン料金プランによる FMS 

  6.2 データ ARPU をあげる無線ブロードバンド戦略 

     （1） マクロセルによる 3G ネットワークの補完 

     （2） ユーザーエクスペリエンスの改善 

  6.3 開放型ホームゲートウェイ戦略 

     （1） ドライビングフォースとしての開放型ビジネスモデル 

     （2） 標準化を通じた料金値下げ 

  6.4 フェムトセル戦略の進化方向とプレーヤー別のポジショニング 

     （1） コンバージェンス競争とフェムトセル戦略の進化方向 

          ①音声カバレッジの拡大と FMS 戦略 

          ②無線ブロードバンドデータのビジネスモデル戦略 

          ③開放型ホームゲートウェイ戦略 

     （2） 主要事業者におけるフェムトセル戦略のポジショニング 

7. フェムトセル市場と予想されるサービス 

  7.1 音声系サービス市場と予想されるサービス 

     （1） フェムトセルにおける音声系サービス市場 

     （2） フェムトセルで予想される音声系サービス 

  7.2 データ系サービス市場と予想されるサービス 

     （1） フェムトセルにおけるデータ系サービス市場 

     （2） フェムトセルで予想されるデータ系サービス 

8. 今後の展望 

  8.1 モバイル 2.0 の開放型ビジネスモデルをリード 

  8.2 屋内サービス利用者経験が今後を左右 

  8.3 デュアルモードからフェムトセルに進化する 

     （1） 移動通信事業者の FMS 選択肢として再浮上する UMA 

     （2） ｢UMA フェムトセル｣の登場と戦略的意義 

  8.4 無線ブロードバンドの 3 つのビジネスモデルと今後 



     （1） マクロセルによる「閉鎖型モデル」 

     （2） フェムトセルによる「部分開放型モデル」 

     （3） WiMAX による｢完全開放型インターネット・モデル｣ 

     （4） 無線ブロードバンド・ビジネスのポジショニングと今後の展望 
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[図 35] フェムトセルによる無線データビジネスモデルの登場 

[図 36] デュアルモード端末とフェムトセルが共存する UMA サービスコンセプト 

[図 37] スプリントにおいて予想される 3 つの無線データビジネスモデルとフェムトセルのポジショニング 
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[表 19] フェムトセルで予想される音声・データサービス 

[表 20] 無線データ通信の 3 つのビジネスモデルと主な特徴 

 

※内容の詳細は、情報流通ビジネス研究所のサイト（ http://www.isbi.co.jp/report/Femtocell/）をご覧下さい。見本ページ

も見られます。 
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・Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.isbi.co.jp/ 

・Ｔ Ｅ Ｌ：046-271-2323（本件に対するお問い合せ先） 

・Ｆ Ａ Ｘ：046-271-2324 
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・設立：2000 年 5 月 

・代 表 者：朴 終鳳 
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・Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.arg.co.kr/ 

・Ｔ Ｅ Ｌ：＋82-2-6000-2400 
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